
第Ⅳ章　まとめ
本研究が提案したインターフェースは，コンピュータ自身が，話し，聞き，利用者からの身体

接触を感知し，利用者の存在を認識し，利用者の特性や近況を知っており，さらに，親近感の持

てる具体物という存在である。

これまでのコンピュータやインターネットに対するインターフェースとは大きく異なる設計思

想に基づいている。

本研究の萌芽は，研究所のプロジェクト研究「マルチメディアを用いた特殊教育に関する総合

的情報システムの研究開発」であり，本研究期間の前半は課題別研究「特別な教育的ニーズのあ

る児童生徒のためのICTを活用した教材・教具の開発と普及」の一部として実施されたものであ

る。

本研究では，上記の特性を持つパーソナルロボットとインターネットを融合させた学習環境を

構築し，研究協力校において毎週1時間の国語の授業が2年間にわたり展開された。パーソナルロ

ボットを用いた指導が長期にわたり授業で実施された例は，研究担当者の知る範囲において，通

常教育を含めて，世界に例がない。

実際に開発されたインターフェースとしての機能は，例えば，”聞く”ことについて言えば，教

室環境における音声認識の困難さから十分に技術的な課題の解決に至らなかった部分があった反

面，実際の授業を継続する中で，そのような機能とは別に，見ること，触れることのできる具体

物であるロボットの存在を示すものとして，ネットワーク障害の際に，子どもに健康を気遣われ

る存在としてのパーソナルロボットの存在感のあることが観察された。

「パペロの授業，国語の授業」として定着した毎週の授業において，パーソナルロボットが聞き

手を演じて子どもが自分の考えを発表する活動，パーソナルロボットが仲介するコンピュータ操

作，インターネットのメール交換を積み重ねることで，子どもたちの発話の長さが増加し，格助

詞の使用頻度が増加するなど，統語における発達が確認された。さらに，担任による子どもが

「落ち着いてきた」「人と一緒に行動できる」「言葉にすることで自分の感情を抑える」という児童

たちの印象の変化は，行動チェックによるポイントの変化から確認された。さらに，授業の継続

によって，1回の授業で送信できる文章の量の増加は，ローマ字によるキー入力という情報活用の

実践力の向上が示唆される。

2年間の授業は，着実に子どもたちの発達を促した。客観的に判断しにくい国語の授業の成果

を，計量学的なアプローチで定量的に，その評価を測定したこと，長期にわたる実践の効果や，

子どもそれぞれに期待される指標を示すことができたことは，本研究で観察された子どもの発達

の様子と合わせて，特筆すべき成果と考えている。

最後に，この2年間の指導を継続してくださった原 由香教諭の「パーソナルロボットPaPeRo

を使った国語の授業への取り組みについて」という報告を掲載して報告を閉じることとしたい。

本文の分析では描ききれなかったであろう子どもたちの姿が見え，声が聞こえるからである。
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